
 

質問者 
 通告７番 

  １４番  石 井  勲 議員   

通告時間 ６０ 分 

答弁者 町長・教育長 

質問事項 後年度の町政運営を問う。 

要 旨 

 

３１年度予算概要が発表され新年度予算が上程された。 

 小田町長にとっては時間と財源が十分ではなかったと思われる

が、町長としてまとめ上げた最初の予算である。 

少子高齢化と自主財源が減少する中、これからの町政運営を如何

にカジ取りされるか注視していきたい。 

 発表された予算案概要の中で、３１年度は第５次総合計画の取り

まとめにかかり、第６次総合計画の策定に向かって動き出すと述べ

ていられる。第５次総合計画は３２年度で終了するので、同時に３

３年度よりの町政運営をいかにしていくかの指針を策定する必要

があるので、３１年度はその準備に入ると認識している。 

 そこで次の総合計画に向けての方針を伺う。 

 

１ 総合計画を作成する予定か、期間は何年を想定しているか。 

２ ３３年度までの準備期間、時系列による事務工程は。 

３ 町長の選挙公約は事業化されるか。 

４ ワークショップで町民ニーズの把握・集約の時期は。 

５ 自主財源確保対策は。 

６ 計画の住民人口の設定は。 

７ 教育関連整備の予定と外国語教育は。 

                     


